
本宮市行政評価システム

1

文書広報費

前
期
基

基本目標 2 市民と行政の協働による自立したまち
づくり

総
合
計

総務費款区分 コード

作成日： 平成22年10月25日

事業態様 継続

平成２１年度実績事務事業評価シート （Bシート）

名　　　称

会計

名　　称 2

項 総務管理費

目 2

1 一般会計

整理番号 01-020102001-02 事業種別 一　　　般

事務事業名 情報公開事業
区分 コード

（ ～ ）単年度 単年度繰返し  期間限定複数年度

事務事業の
根拠法令等

事業概要
（事業のあらまし）

①文書の管理は、多数の文書の中から特定の文書を必要なときにいつでも取り出せるように、秩序立てて系統的に整
理する。これは、情報公開制度や能率的な事務事業の執行に不可欠であり、説明責任への確実な対応や業務効率の向
上に資するものである。
②文書の分類整理・保管・保存・廃棄といったライフサイクルに対応した処理を行い、本市が保有する公文書の開示

情報公開による情報共有化の推進2基本事業

基
本
計
画

細々目 2 情報公開事業

事業期間

施　　策 1 市民参画・協働の推進

年度

市情報公開条例

年度

計
画
体
系

文書管理公開事務事業細目 1

有
 無
有

 無
有

 無

平成21年度重点事業 一次評価者（課長等名） 　佐藤 栄恭

記入者総務係

１　行動方針（PLAN）

 対象（誰を、何を） 公文書、市民及び情報公開を請求する者

意図→目指す状態

事
業

計画等での
位置付け

総合計画　前期基本計画主要事業 担当部課等

　坂上 清彦

総務部 総務課

自主的財政健全化計画　基本計画・構想・新規事業 担当係

②文書の分類整理 保管 保存 廃棄といったライフサイクルに対応した処理を行い、本市が保有する公文書の開示
を求められた場合には、開示又は非開示を決定し、条例に基づいた事務処理を行う。

有
 無
有

 無
有

 無

① 開示請求受理件数 件

② 公開件数 件

単位

　手段
　（事業の具体的な
　内容、手順等）

①文書の管理方法は、暦年ごとに分類記号別に編集する。
保存期間満了まで保管し、その後、廃棄する。
②情報の開示請求により、請求書の受理、審査、公開を行
う。

区分 指標名

活動
指標

文書のライフサイクルに応じた適正な管理を行うことで、情報公開制度において、市政に関する必要な情報の
開示請求に応える。

 意図→目指す状態
　（対象をどのよう
　な状態にしたいの
　か）

業
目
的

有
 無
有

 無
有

 無

費用弁償

報酬 31 報酬 25
3 費用弁償 3

　　　　　年度
 区分

平成20年度（決算） 平成21年度（決算）

（千円）

金額 経費 金額 経費 金額

（千円）（千円）

平成22年度（決算）

経費

２　実施（DO）

○事業費と財源の推移

有
 無
有

 無
有

 無

直接事業費

人件費 ②人数（年） 0.20 ②人数（年）

8,608 ③平均人件費

0.20
8,375③平均人件費

28①事業費計 34 ①事業費計

③平均人件費

①事業費計

②人数（年）

有
 無
有

 無
有

 無

総事業費 ①+④ 1,756
国庫支出金

使用料及び手数料

④＝②×③

1,703
1,675④＝②×③

8,608 ③平均人件費

1,722 ④＝②×③

8,375③平均人件費

財源内訳

国庫支出金

使用料及び手数料

その他

一般財源 1,756 1,703一般財源

その他

県支出金 県支出金

地方債 地方債

③平均人件費

有
 無
有

 無
有

 無

① 開示請求受理件数 件

② 公開件数 件

○事務事業の実績

2 - 目標を設定するのに適さ
ない事業である。

5 3 - 目標を設定するのに適さ
ない事業である。

5
活動指標

平成22年度 平成25年度

（実績） （実績） （目標年度）

平成20年度 平成21年度
指標名 単位

一般財源 1,756 1,703一般財源

有
 無
有

 無
有

 無



本宮市行政評価システム

開示請求に対して、適正な制度運用がされてい
る。

適切

やや有効でない やや不適切

有効でない 不適切有
効
性

1 目的を達成するための手段
(実施方法)は有効か？

有効である

活動指標の目標値の達成状
順調である

３　評価（CHECK）

【１次評価】

項　　　　目 項目評価区　分 選択理由の説明

文書の電子化によるシステム構築が効率的であ
る。文書開示は、１４日以内に開示決定してい
る。

やや実施されていない

実施されていない

総務係内の通常業務の中で、文書の整理・保存及
び情報開示の対応を行っている。

適切

やや得られていない やや不適切

得られていない 不適切効
率
性

1
投入した事業費又は人員に
見合った効果は得られてい
るか？

得られている

2 効率的な方法で実施されて
いるか？

実施されている

目標を設定するのに適さない事業である。やや順調でない

順調でない

性
2 活動指標の目標値の達成状

況は？

４　評価による行動（ACTION）

【 次評価】

【２次評価】

全体評価 意　　　見
適切

やや不適切

不適切

【 次評価】

・電算化について今後も検討していく。
・情報公開を文書によらないものも適用す
るか検討していく。
・文書整理について、各課へ強制力を伴っ
た指示をする。
・文書の廃棄をしやすいよう、保存年限を
再設定する

手段等の見直し 手段等の見直し

現状継続 現状継続

廃止・休止 廃止・休止

方向性に対する取り組み
（方針の指示）

拡大・重点化 新市文書の保管スペースが確保できないた
め、①現在の書庫の再配置（本庁舎・車庫２
階）を行い、旧町文書を車庫２階に集約す
る。②文書の収受、起案から決裁、保存、廃
棄までを電子的に行うシステムの構築を検討
し、電子化への対応、紙使用の抑制、保管の
省スペース化を図る。③条例の基準により、
公開可能な情報は公開する

完了・終了 完了・終了

2
0
年
度

今後の方向性
方向性に対する取り組み
（課題と解決方法等）

今後の方向性

拡大・重点化

【１次評価】 【２次評価】

拡大・重点化
①引き続き、文書の電算化システムの構築
について検討する。
②保存年限や文書公開のあり方について、
研究を重ねる。
③職員に対する指示・助言により、適正な
文書管理・情報公開に努める。

拡大・重点化

手段等の見直し 手段等の見直し

現状継続 現状継続

廃止・休止 廃止・休止

手段等の見直し 手段等の見直し

拡大・重点化 拡大・重点化

完了・終了 完了・終了

2
1
年
度

再設定する。公開可能な情報は公開する。

手段等の見直し 手段等の見直し

現状継続 現状継続

廃止・休止 廃止・休止

2
2
年
度 完了・終了 完了・終了


